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2014 年 11 月 1 日（土）～ 3 日（月祝）

第１４回 全 国 障 害 者 ス ポ ー ツ 大 会  長 崎 が ん ば ら ん ば 大 会

埼玉県選手団　１４４名（選手８２名・役員６２名）が参加しました



　第14回全国障害者スポーツ大会「長崎がんばらんば大会」は
11月1日（土）～3日（月）の3日間、長崎県内で開催され、埼
玉県選手団144名（選手82名、役員62名）が参加しました。
　埼玉県選手団は陸上競技、水泳、アーチェリー、卓球、フラ
イングディスク、ボウリングの6個人競技の他、車椅子バスケ
ットボール、グランドソフトボールの2団体競技に出場。練習
の成果を発揮し、個人競技は金メダル34個、銀メダル20個、銅
メダル13個を獲得し、また陸上競技で3種目の大会新記録を樹
立しました。

埼玉県選手団　　
選手 82 名　役員 62 名　　計 144 名
団　長　村山　勇治（公益社団法人埼玉県手をつなぐ育成会　理事長）
総監督　重田　博　 （一般社団法人埼玉県障害者スポーツ協会　副会長）
旗　手　石原　正治（車椅子バスケットボール　選手）　　

KOBATON

私は視覚障がいのため大会
の会場の様子もわからずと
ても緊張しておりましたが
長崎県の役員やボランティ
アの方々のあたたかい気配
りのお陰で安心して競技に
臨むことができました。
ありがとうございました。

　　　　卓球　冨田　弘子

僕は今回が初出場で、初めての
経験ばかりでドキドキでした。
その中で出場した種目のどちら
とも自己新記録を出すことがで
き、25m自由形では銀メダルを
とることができました。
とてもうれしく楽しい大会でした。
また来年も出場できるよう
頑張ります。
　　　　　　水泳　梅津　健太

優勝を目指し臨みましたが、結
果4位でした。大会のスタッフ
やボランティアの方々などのサ
ポートのお陰で、今の持てる力
を発揮できました。来年は、優
勝できるよう練習していきたい
と思います。

車椅子バスケットボール　
　　　　　　　　　宮澤　厚史

以前はフライングディスクで参加しましたが、今回はアーチェリー
で出場しました。公式練習と試合、雨と風が強く大変でしたが、ス
タッフ・ボランティアのサポートや応援に力づけられ、メダルをい
ただくことができました。
長崎の皆さんの開会式、閉会式、街中を歩いていても「応援してい
ます」の声援がとてもあたたかく感じました。
また長崎名物もおいしかったです。
　　　　　                          アーチェリー　常世　駿嗣

試合は負けてしまいまし
たが、大会の緊張感ある
雰囲気を体感できてとて
も良かったです。

グランドソフトボール　
　　　　　北越　遼太郎

埼玉県選手団　大健闘

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

初めての全国大会出場で緊張し
ました。
今までにボールの握り方やステ
ップのやり方等毎日ひとつひと
つ確認しながら優勝を目指して
きました。
当日雨が降りながらも大会新記
録を出せてうれしかったです。

　　　　陸上競技　永島　晃汰



競 技 種 目 氏 名 記 録 順位 備 考

村岡　桃佳 18秒56 1    
江藤　慎二 13秒42 1    
手塚　圭太 17秒20 1    
酒井　園実 13秒93 1    
鈴木　真帆 29秒36 2    
南　一清 12秒18 2    
大関　正蕉 12秒25 3    
村岡　桃佳 34秒43 1 大会新記録
永島　晃汰 25秒12 1    
酒井　園実 29秒62 2    
南　一清 25秒16 2    
大関　正蕉 25秒28 3    
渡辺　真伍 2分06秒19 1    
小林　慶哉 2分07秒30 1    
島田　郁弥 2分41秒46 2    
川田　祥吾 2分07秒06 2    
大木　阿耶 8分39秒46 1    
渡辺　真伍 4分22秒00 1    
川田　祥吾 4分18秒23 1    
小林　慶哉 4分15秒43 1    
島田　郁弥 5分21秒44 2    
岩附　秀和 4分37秒50 3    

柴﨑　潤一 20m 18cm 1    
高梨　遥花 14m 98cm 1    
鈴木　真帆 11m 41cm 1    
高梨　遥花 21m 91cm 1    
永島　晃汰 85m 13cm 1 大会新記録
丸野　飛路志 33m 59cm 2    
柴﨑　潤一 36m 99cm 2    
大和　根 38m 65cm 2    
桑鶴　ヒカリアンジララグス 48m 47cm 3    
江藤　慎二 4m 50cm 1    
手塚　圭太 3m 18cm 1 大会新記録

砲丸投 関根　駿 10m 16cm 1    
立幅跳 丸野　飛路志 1m 87cm 2    

齋藤　槙吾 18秒59 3
竹本　涼輔 16秒94 3
田代　きよゑ 23秒18 1
田中　伸幸 19秒62 1
近藤　瑞紀 16秒06 1
田中　博子 21秒54 2
梅津　健太 26秒23 2
田代　きよゑ 50秒46 1
田中　伸幸 45秒30 1
近藤　瑞紀 36秒45 3

５０ｍ平泳ぎ 田中　博子 59秒79 1
アーチェリー コンパウンド３０ｍダブルラウンド 常世　駿嗣 637点 2

冨田　弘子 4点 1
小川　和幸 3点 2
橋本　良枝 6点 1
田邉　百合 4点 1
海老澤　京子 4点 1
松本　直記 4点 1
古田　徹 3点 2
眞田　涼子 3点 2
井伊　一馬 3点 2
安齋　隆光 7投 3
岸野　達哉 9投 3
杉浦　宏 35m 28cm 1
安齋　隆光 32m 42cm 3
岸野　達哉 65m 95cm 1
馬場　啓 34m 98cm 3
本川　英広 40m 73cm 3
杉田　友明 43m 40cm 3

ディスタンス レディース・スタンディング 中見　有佳 44m 20cm 1
福島　勇樹 605 2
北澤　祥江 589 2
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平成２６年度　彩の国ふれあいピック秋季大会

９６０名がスポーツで汗を流す
　平成26年度彩の国ふれあいピック秋季大会を平成26年9月28日（日）に熊谷スポーツ文化公園　陸上競技場、補
助陸上競技場、にぎわい広場において開催しました。
　開会式では、一般社団法人埼玉県障害者スポーツ協会塩浦会長が開会宣言を行い、主催者を代表して上田清司
埼玉県知事、ご来賓を代表して長峰宏芳埼玉県議会議長、富岡清熊谷市長にご挨拶頂きました。 その後、参加選
手を代表して川口市の祐川翔選手がスタンドまで届くようなはつらつとした声で選手宣誓を行いました。
　大会には選手960名をはじめ役員、ボランティア総勢2,000名が参加しました。陸上競技、フライングディスク
ボッチャ交流、ダンス、ゴールボール、四面卓球バレー、グラウンド・ゴルフ、スポーツいろいろ体験、ターゲ
ットを狙え、玉入れの10種目の競技を実施し、参加者は爽やかな秋晴れの中元気いっぱいに競技に取り組んでい
ました。
　今年も、会場5ヶ所をまわるスタンプラリーやふれあい広場において施設などによる18の出店がありました。
　また午前の競技開始の前に山叶本舗による秩父屋台ばやし演奏、昼休みにはアフターファイブによるバンド演
奏や、会場ではコバトンとの記念撮影が行われるなど和やかな大会になりました。
　例年とは違い競技会場の変更が多い大会となりましたが、選手、役員等ご参加いただきました皆様のご協力に
より、大盛会のうちに終了することが出来ました。

開会式　選手宣誓 陸上競技

ボッチャ交流 コバトンと記念撮影

ダンス 障がい区分相談コーナー

毎年参加しています。
このような大会を行うことは
とても素晴らしいと思います。
また、若い人たちと競技できる

のがとても楽しいです。

学校に掲載されている
ポスターで知り、

初めて参加しました。
せいいっぱいの気持ちを
こめて走りました。

ランチタイムコンサート　アフターファイブ



ナガセケンコーカップ第 3回彩の国ふれあいハート＆スマイルソフトボール大会

全国制覇の東京都が優勝
　ナガセケンコーカップ第3回彩の国ふれあいハート＆スマイルソフト
ボール大会を11月30日（日）荒川総合運動公園ソフトボール場におい
て開催しました。今大会は障がい者のチームと健常者のチームが対戦
する形式を取り入れ、障がい者のチーム4チーム、ハイシニアチーム4
チームの計8チームが参加しました。
　開会式では一般社団法人埼玉県障害者スポーツ協会松本洋副会長が
主催者挨拶を述べ、さいたま市ソフトボール協会会長和田隆雄様にご
挨拶をいただきました。その後、参加選手を代表してさいたま市の小
島由伸選手が選手宣誓を行いました。
　試合は、各チームとも激戦となり多くの選手が素晴らしいプレーで
大会を盛り上げました。決勝は大宮レインボーズと東京都との対決と
なり、見事東京都が勝利し優勝しました。

出 前 ス ポ ー ツ 教 室 ・ 総 合 学 習 へ の 協 力 
　「出前スポーツ教室」は、スポーツに親しんでいただくことを目的に開催を希望する県内（特別会員市町村）ど

こへでもスポーツ協会スタッフが出向いて指導や運営の助言をします。

　地域の障がい者スポーツ大会での実施種目の検討から当日の進行、スポーツ教室など実施しています。

詳細についてはお気軽にお問い合わせください。　

　10 月 11 日（土）深谷市、11 月 8 日（土）入間市、松伏町、11 月 15 日（土）行田市において開催された障がい

者スポーツ大会・教室で、準備体操や一部種目の進行・審判を担当しました。

入間市　ボッチャ体験教室 深谷市　スラロームデモンストレーション

　　　　　　　　（小谷野　莉沙　選手）

深谷市　ボッチャ

★大会結果★

優　勝 東京都

準優勝 大宮レインボーズ

第 3位 浦和 SG

東松山市立唐子小学校 車椅子バスケ　シュートに歓声！
　10月23日（木）、東松山市立唐子小学校において「四年生総合学
習　車いすバスケットボール特別授業」が実施され、埼玉県障がい
者バスケットボール連盟から埼玉ライオンズの森田俊光選手、斎藤
智之選手が講師として、一般社団法人埼玉県障害者スポーツ協会ス
タッフ1名がサポートスタッフとして参加しました。
　授業は車いす・バスケットボールについてのお話からはじまり、
選手によるシュートや練習方法のデモンストレーションのあと、代
表児童がバスケットボール用車いすに乗り試合体験を行い、3名の
児童が見事シュートを決めました。試合体験は体験希望者が多く、
アンコールが起こる人気ぶりとなりました。
　その後、質問コーナーがあり、最後は森田選手から「自分らしく
生きる」についてのお話があり、終了となりました。



平成２６年度　ふれあいスポーツ大会・教室

ＡＭＣサンデースポーツ　全勝で初代チャンピオンふれあいティーボール大会

　ふれあいティーボール大会をさいたま市浦和総合運動場で開催し
ました。この大会は、昨年度実施を予定していましたが台風のため
中止となり今年度が第1回目の開催となりました。
　大会には県内各地から4チームにご参加いただき、総当りのリーグ
戦で試合を行いました。見事全勝で優勝したのは、ソフトボール大
会でも活躍中のAMCサンデースポーツ。次いでフレンドリー春日部が
1勝1敗1分で準優勝、今大会唯一の中学生チーム・桜木中学校スポー
ツレクレーション部が0勝1敗2分で見事3位につけました。また、残
念ながら入賞はなりませんでしたが、ホームラン競争では2人の上位
入賞者を出したウエルシアオアシスが第4位となりました。
　今大会は「ふれあい」をテーマに実施し、試合だけでなく「ホー
ムラン競争」「バッティング体験コーナー」また各試合の優秀選手を
対戦チーム同士で選出する「優秀選手賞」などさまざまなイベントを
実施しました。特に各チームの代表者3名（合計12名）がボールの飛
距離を競う「ホームラン競争」は、チームメイトやご家族の大きな声
援の中、2位の選手と約10mの差をつけるダントツの飛距離でウエルシ
アオアシスの飯田進介選手（記録：54m81cm）が見事ホームラン王に
輝きました。

ふれあいフットサル大会 「教室の部」はじめました
　ふれあいフットサル大会を11月24日（月・振休）、レッズラン
ドにおいて開催しました。
　大会の部には中学生以上の部（障がいあり）11チーム、一般交
流の部（障がいあり）10チーム・（障がいなし）4チーム、ふれあ
いMIXの部（混合）6チームの計31チーム、今年度新たに設けた教
室の部には3名が参加しました。
　開会式の後、浦和レッズハートフルクラブによるウォーミング
アップを行い、体を動かしながら参加者がひとつになって交流を
深めました。
　大会の部では、プレイヤーはもちろん、応援する人も白熱する
試合が繰り広げられました。表彰は控チームが優秀選手を選ぶ方

法を取り入れ、受賞者には
賞状並びに記念品が贈られ
ました。
　教室の部では、参加者と一緒にご家族も参加され、落合キャプテンは
じめ4名のコーチにウォーミングアップからミニゲームまで、終始和や
かなムードの中ご指導いただきました。
　最後には、浦和レッズハートフルクラブのコーチと希望チームが2チ
ームに分かれ、フレンドリーマッチを行いました。
　閉会式では、一般社団法人埼玉県障害者スポーツ協会松本洋副会長の
主催者挨拶に引き続き、浦和レッドダイヤモンズ取締役堀敬介様からご
挨拶をいただき大会を終了しました。

優　勝　AMC サンデースポーツ
準優勝　フレンドリー春日部
第 3位　桜木中学校スポレク部

★大会結果★

ふれあい野球教室 高校球児の元気をもらいました
　ふれあい野球教室を11月16日（日）県営大宮公園野球場で、講
師として県立上尾高等学校野球部・県立大宮東高等学校野球部を
お招きして開催しました。
　教室は「ふれあい」「投げる」「捕る」「打つ」「ふれあい」
の5部構成で行い、キャッチボールやフリーバッティングなどで
部員と参加者が交流を図りながら野球を楽しみました。
　最後の「ふれあい」では、両校講師による試合前ノックなどの
デモンストレーション、参加者から野球部員への質問コーナーを
行いました。 質問コーナーでは、参加者からの「肩を強くする
トレーニング」や「足が速くなるには」などの質問に、部員が自
身の経験から丁寧に答えてくれました。
　最後には、参加者と部員が握手をし、教室を終了しました。



ふれあいサッカー教室・ティーボール教室 県内各地で「ふれあい」教室

　ふれあいサッカー教室、ティーボール教室は、県内特別支援学校・特別支援学級の授業に訪問して実施してい
ます。平成26年度は、9月の和光市立白子小学校のサッカー教室を皮切りに、サッカー教室6校、ティーボール教
室4校に訪問します。

教室 学校名 日程 講師

さいたま市立第2東中学校 11/20（月） 大宮アルディージャ　U-12コーチ　元井淳氏、白井省悟氏

さいたま市立東浦和中学校 11/18（火） 浦和レッドダイヤモンズ選手ＯＢ会　広瀬治氏、菊原伸郎氏

所沢市立若狭小学校 10/22(水） 大宮アルディージャ U-12コーチ　元井淳氏、西野幸一氏

和光市立白子小学校 9/9（火） モアスマイルズ　北本綾子氏、木原梢氏

草加市立谷塚小学校 2/16（月） モアスマイルズ（予定）

越谷市立新栄中学校 3/2（月） モアスマイルズ（予定）

伊奈町立伊奈中学校 10/23（木）
女子プロ野球　イーストアストライア　今井志穂選手、山﨑舞選手
　　　　　　　　　ノースレイア　　　　　 中田友実選手、碇美穂子選手

さいたま市立東宮下小学校 11/18（火）
女子プロ野球　イーストアストライア　萱野未久選手、中平千佳選手
　　　　　　　　　ノースレイア　　　　　 中田友実選手、大山唯選手

川口市立新郷南小学校 2/13（金） 女子プロ野球（予定）

県立川越特別支援学校川越たかしな分校 調整中 日本プロ野球OBクラブ（予定）

サッカー

ティーボール

KOBATON

平成２６年度　ふれあいサッカー・ティーボール教室　スケジュール

さ い た ま 市 サ ッ カ ー 教 室 

戸田中央総合病院女子ソフトボール部　ソフトボール教室 

サッカーって「楽しい！」

テーマは「レベルアップ」

　さいたま市サッカー教室（主催さいたま市、運営一般社団
法人埼玉県障害者スポーツ協会）を11月15日（土）、堀崎公
園サッカー場で開催しました。
　講師は大宮アルディージャ　地域プロデュース部長大石裕
弘コーチ、U-12西野幸一コーチ、西村陽毅コーチ、浅子達也
コーチ。
　ランニング、ボールフィーリング、ドリブル練習、シュー
ト練習、コーチの方々も加わったミニゲームなどが行われ、
最後にコーチ陣から参加者全員にアルディージャ下敷きとバ
ックのプレゼントがあり、参加者とコーチが握手をし教室を
終了しました。

　11月23日（日）、「ソフトボール教室」を戸田中央総合病院女
子ソフトボール部を講師にお招きし、春日部共栄中学高等学校の
グラウンドにおいて開催しました。
　この教室は、ソフトボール競技における選手のレベルアップ、
競技人口・底辺の拡大等を目的に開催したもの。今年で6回目を
迎えた教室には、「埼玉県代表」「さいたま市代表」ソフトボー
ルチームをはじめ、会場である春日部共栄高等学校のソフトボー
ル部、白岡高等学校ソフトボール部、久喜高等学校ソフトボール
部など昨年よりも多い60名以上が参加して行われました。
　閉講式では、戸田チームから参加者にうちわとクリアファイル
のプレゼントがあり和やかな雰囲気の中教室を終了しました。



前田食品株式会社
みなさんが普段何気なく食べているパンや麺やお菓子、
私たちはその原料となる小麦粉を通じて、食の大切さ
を発信しています。
国内産の小麦を主に製粉していますが、中でも埼玉県
産の小麦は農薬が少なく、安心安全で風味の良い美味
しい製品に仕上がります。
実は、国内産小麦と言ってもそれぞれ特徴があり、当
社では小麦の特性を活かした製粉を行っております。
製粉方法によりパン、麺、菓子の味・香り・食感など
が変化します。
日々、製品の品質試験を行い、2次加工テストを繰り
返し、お客様の求める、安全で美味しい小麦粉を挽く
研究を重ねています。
その様な小麦粉を、現在障がい者の方が働く施設でも
ご使用いいただいています。
お客様の作りたい製品にピッタリの小麦粉をご提案さ
せていただきますので、国産小麦粉・埼玉県産小麦粉
をお探しの方は是非当社までご相談ください。

食と健康は常に寄り添っ
ています。
障がいを持ちながらもス
ポーツにチャレンジする
みなさんを、前田食品は
応援しています。

ミズノは、｢より良いスポーツ品とスポーツの振興を
通じて社会に貢献する｣という経営理念の下、1906年
の創業以来100年にわたり日本のスポーツ界と共に歩
んでまいりました。
競技スポーツのみならず、健康スポーツを愛好され
る幅広いスポーツファンに向けて多岐にわたる商品
を製造販売すると共に、スポーツ施設の運営や指定
管理事業など、スポーツをする場の提供によって、
人々の競技力の向上と健康増進を願い企業活動を展
開しております。これまでも、これからもスポーツ
を通じて人々の健康づくりを側面から支え日本のス
ポーツ界を盛り上げて参ります。

6年後のパラリンピックへの関心が高まっています。
皆様が日頃の努力の成果を存分に発揮できるよう、
心から願っております。
また、将来にわたり日本の障がい者スポーツが発展
しますよう、オールジャパンで盛り上げて行きまし
ょう！我が社も微力な
がら皆様の活躍を側面
からサポートさせて頂
きたいと考えておりま
す。
これからも頑張って下
さい。

ミズノ株式会社 関東営業所

お問合せ お問合せ

〒331-0812　埼玉県さいたま市北区宮原町 1-41

TEL：048-663-8018（代表）

ミズノ株式会社関東営業所
〒340 - 0156　埼玉県幸手市南 1-7-25　

TEL ： 0480-42-1226（代表）

前田食品株式会社

次 号 の お 知 ら せ

KOBATON

KOBATON

一般社団法人埼玉県障害者スポーツ協会は、来る１２月２３日に設立１０周年を迎えます。
これもひとえに皆さまの温かいご支援とご指導の賜ものと衷心より感謝申し上げます。

１０周年を記念して、次号（第３６号・平成２７年１月発行）は、「１０周年記念特別号」と
題しまして、ご寄稿いただきましたお祝いメッセージのご紹介やこの１０年を振り返る記事等
を中心にお届けします。


